
１月23日（水）に，
算数の校内授業研究会
を行いました。

子どもたちに算数が
よく分かり，問題を解
く楽しさ，面白さを感
じられるようにするに
は指導法をどのように
工夫したらよいか，１
年間継続的に研究を進
めてきました。

算数の問題の意味を
しっかりととらえ，今
まで学習したことをも
とにまず自分の力で問
題を解き，その方法を
子どもたち同士で検討
し合いながら，よりよ
い解決方法を見つけて
いくという指導法の研
究を進めています。教
師は，子どもがまず自
分の力で解決できるよ
うに個別に助言をした
り，ヒントを与えたり

していきます。子どもたちが考えた解決方法を学級のみんなに説明し，検討し合います。
そして，学んだことをもとに，練習問題を自分の力で解いて，学習したことがしっかりと
身に付いたかどうか確認をしていきます。

当日の授業研究会には，水戸市総合教育研究所の森島先生に来ていただき，授業につい
て今までの取組の成果や今後の課題についてご指導をいただきました。

今までの研究を通して，算数を好きになる子どもが増えてきました。また，ねばり強く
問題に取り組んで，算数の問題を解く楽しさや面白さを味わえる子どもが増えてきました。
これからも，算数の問題を解く楽しさや面白さを実感できるような授業ができるように努
めていきたいと思っています。

１月21日（月）から25日（金）までは，吉田小学校の学
校給食週間でした。この期間には，放送による「おいしい
給食ができるまで」のビデオを見たり，招待給食を行った
りしました。ビデオでは，ふだん見ることのできない給食
室での調理の様子や給食が学級に届くまでの映像，片付け

の後の食器を洗う様子，翌日
の献立の調理方法の確認など給食室の様子などが詳しく紹介
されました。

また，給食調理員さんへの感謝の気持ちを伝えるために，
各学級で「感謝のメッセージ」をつくり，会議室前の廊下に
掲示しました。給食週間内は，各学級で招待給食を行い，担
任の先生以外に教務の先生方も一緒に学級の子どもたちと給
食を食べました。給食の献立には，子どもたちが考えた献立
が出されることもあります。地産地消によって，県内の特産
品等も出されます。おいしい給食をたくさん食べて，健康な
体をつくってほしいなと思います。
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